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この度は Direct Injection Amplifier BOX DIA-1 をお買上頂き、誠にありがとうございます。DIA-1

は、心地良く演奏できる楽器本来の良い音をストレートに再現するハイクオリティーな D.Iを目指し、

機能面や使用パーツ等にこだわりを持ったプロトタイプ製品です。末永く正しくご愛用頂く為にも、

この取扱説明書をよくお読み下さい。 

 

製品特長及製品特長及製品特長及製品特長及びこだわりびこだわりびこだわりびこだわり    

・ チューブと半導体によるハイブリッド設計で、使用するチューブはオールドチューブ（1962-63

年製の USA GE TUBE 12AX7）で、弊社にて 20 時間エージングを施し、特性の揃ったチューブ

を搭載。 

・ 内部に使用した配線材の大半を音質のクオリティーが高いプロフェッショナル向けの線材を使用。 

・ チューブは通常のアンプ同様に高電圧で駆動。 

・ キャノンアウトのバランスアウトにはオリエントコアーを使用したライントランスを使用。 

・ アンプ等でコントロールしにくい部分の LOW、LOW MID、HIGH MID の３つの独立した EQ

を搭載。 

・ ３つの独立した出力端子があり、それぞれのマスターボリュームで－20dBmのラインレベルから

＋４dBmのパワーアンプレベルまでの外部機器やヘッドフォン等の使用が可能。 

・ 楽器を接続する INPUT JACKのスルーアウト（PARALLEL）JACKを装備。 

・ チューナーアウトを装備、またチューニング時に出力３系統をミュートするミュートスイッチを

装備。 

・ キャノンアウトの GND LIFTスイッチを装備。 

 

使用上使用上使用上使用上のごのごのごのご注意注意注意注意    

・真空管を使用している為、電源を入れてから１分程経たないと作動しません。 

 

各部各部各部各部のののの機能機能機能機能    

INPUT ････････････楽器を接続するジャックです。 

PARALLEL OUT ････接続した楽器の音を他の機器へ送り出すジャックです。 

TUNER OUT ･･･････チューニング用のチューナーを接続します。 

H/P OUT ･･･････････ヘッドフォン（30Ω以上のものを使用して下さい）を接続する為の L/R独立し

た出力ジャックです。このジャックはバランスアウト回路を採用していますの

で、一般のバランスコードを接続し、バランスアウトとして他のモニターアン

プ等を駆動できます。 

H/P VOL ･･･････････ヘッドフォンの音量を調整するボリュームです。 

MONITOR OUT ･････一般的なアウトジャックで演奏者専用のモニターアンプ等に接続します。 

MONITOR VOL ･････上記モニターアウトの音量を調整するボリュームです。 

BALANCE OUT ･････ライントランスによるバランス出力を構成した出力端子で、キャノン、PHONE 

JACK両タイプのコードを接続できます。 

MAS.VOL ･･････････このバランスアウトのマスターボリュームです。可変する事により－20dBmの

ライン出力から＋４dBmの出力に対応できます。 

GND LIFT ･･････････キャノンアウトのグランドを LIFT するスイッチで通常は OFF で使用して下さ

い。ハムが多く発生する場合、このスイッチを ONにする事によりハムが消え

る場合があります。 

MUTE ･････････････３系統の出力をミュートするスイッチで ONにすると全てミュートされます。 



 

AC.ADP.JACK ･･････専用の AC9V（DCではありません）を接続するジャックで、他のアダプターは

使用できません。 

LOW ･･････････････ベースアンプ等のBASSコントロールの更に下を可変できるコントロールです。

※このコントロールは上げすぎるとスピーカーに物理的な大きな負担がかかり、

過度の上げすぎにはスピーカーの破損に繋がります。また、小型スピーカー等

で音の変化がさほど感じられない場合は、スピーカーの再生帯域を超えている

場合もあります。外部機器及びスピーカー等の破損は、保証対象には含まれま

せん。あらかじめご了承下さい。 

LOW MID ･･････････音に太さを付けるコントロールで右に上げるほど、太く変化していきます。 

HIGH MID･･････････音に輪郭が付く良く通る音に変化していきます。 

TONE ･････････････センターより右に上げると高域がブーストされ、左に下げるとハイカットな

TONEになります。 

上記各４つのコントロールをセンターの位置にする事で略フラットな特性になります。 

VOLUME･･･････････一般のプリボリュームと同じ感覚で使用して下さい。楽器の音量を調整するツ

マミです。 

 

製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様 

電源 ･･･････････････ AC9V（付属専用電源アダプター） 

コントロール ･･･････MASTER・MONITOR VOL・H/P VOL・LOW・LOW MID・HIGH MID・TONE・

VOLUME 

スイッチ ･･･････････GND LIFT・MUTE 

端子 ･･･････････････ AC.ADP.JACK・BALANCE OUT・MONITOR OUT・H/P OUT・TUNER OUT・

PARALLEL OUT・INPUT 

入力インピーダンス ･ 1MΩ 

出力インピーダンス ･MONITOR OUT：47KΩ・LINE OUT：600Ω・H/P OUT：25Ω 

外形寸法 ･･･････････ 192mm(W)×123mm(D)×90mm(H) 

重量 ･･･････････････ 1524g（電源アダプターを含む） 

 

おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先 

■ ALBIT・Cranetortoise製品全般のお問い合わせ先 

■ ALBIT・Cranetortoise製品全般の修理に関するお問い合わせ先 

TEL：048-928-1637 FAX：048-922-5742 

（お電話の受付時間：9:30～12:00、13:00～18:30 第４土曜、日曜祝日、弊社指定休業日は除く） 

 

■ ALBIT・Cranetortoise製品全般の修理お送り先 

〒340-0035 

埼玉県草加市西町 1382-3 アルビットコーポレーション 

 

■ Eメールでのお問い合わせ先 

info@albit.jp 

 

■ 最新情報はホームページにて 

http://www.albit.jp 

 


